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7.2. カメラ設定、静止画・動画撮影

7.2.1. カメラ制御パネル
1)	 ソフトウェア画面左側にカーソル移動すると「カメラ制御パネル」が表示されます。
2)	 左上の「ピン」のアイコンをクリックすると、「カメラ制御パネル」が画面に固定さ

れます。

7.2.2. カメラ設定
露出やホワイトバランスを設定します。これらは画像の明るさや色味を調整する機能です。
※色温度や色調スライダーを調整して手動で色味を調整する事も可能ですが、難度が高いた

め自動調整機能をおすすめします。
1)	 露出：プレビュー像全体の明るさを調整する機能

a)	 オート露出：自動で明るさを調節します。調整時の明るさは、露出補正の数値を
参照します。

b)	 	露出補正：オート露出設定時、目標とする明るさを数値で設定します。オート露
出の検出範囲を同じ個所で目標輝度が高いと像が明るく、低いと暗くなります。

c)	 	露出時間：オート露出のチェックを外した状態で、露出時間を任意に調整できます。
d)	 	ゲイン：映像全体の出力を増減させます。ゲインを上げると像は明るくなります

が、同時にノイズも増幅されるため、撮影像のクオリティが低下する恐れがあり
ます。像の明るさは露出時間で調整し、不足する場合にゲインを調整することで、
フレームレートと像クオリティのバランスが取れます。
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7.2.3. 静止画、動画の撮影
1)	 スナップショット：静止画撮影
2)	 	録画：動画撮影（クリックで開始し、再度クリックで停止します。）
3)	 	付属のフットペダルでも操作できます。。

2)	 ホワイトバランス：白を基準とし、プレビュー像全体の色味を調整する機能
a)	 自動：自動で色味を調整します。
b)	 	手動：下部の赤、緑、青のスライダーバーでお好みの色味に調節できます。
c)	 	ROI：画面の任意の場所を設定すると自動で色味を調整します。

3)	 その他スライダーバー：シャープネス、ノイズ除去、再度、ガンマ、コントラスト、
明度その他画質調整に関する設定ができます

4)	 フリッカー：画面のちらつきや縞模様を防止します。ご利用の照明機器が交流電源で
ある場合、電源の周波数を選択してください。直流の場合は DC を選択します。
a)	 DC：直流電源を使用している場合に選択下さい。
b)	 	AC(50Hz)：使用場所が東日本かつ交流電源を使用している場合に選択します。
c)	 	AC(60Hz)：使用場所が西日本かつ交流電源を使用している場合に選択します。
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7.3. プレビューツールの種類と機能

7.3.1. 種類
①	 左右反転
②	 上下反転
③	 一時停止 / 再生（フリーズ機能）
④	 ズーム（拡大）
⑤	 アウト（縮小）
⑥	 グリッド線
⑦	 画像比較
⑧	 ブラウザ（撮影した静止画 / 動画の閲覧）
⑨	 各種設定
⑩	 バージョン表示
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7.3.2. 機能
①	 左右反転：画像を垂直反転させます。

②	 上下反転：画像を水平反転させます。

③	 一時停止 / 再生（フリーズ機能）：カメラの映像をフリーズさせる。
画面右上に「プレビュー」と表示されます。

④	 ズーム（拡大）：プレビュー画像を拡大します。
倍率：1.0 ｘ～ 10.0 ｘ
1 度押すごとに 0.2 ｘずつ拡大します。
長押しすると連続で拡大します。

⑤	 アウト（縮小）：拡大したプレビュー画像を縮小します。
1 度押すごとに 0.2 ｘずつ縮小します。
長押しすると連続で縮小します。
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⑥	 グリッド線画面に十字のグリッドを表示させます。
任意の位置に移動が可能です。

⑦	 画像比較
1)	 撮影画像とリアルタイムプレビュー映像との比較

撮影した画像を、リアルタイムプレビュー映像と比較できます。
ファイル内から任意の画像をダブルクリックすると映像と、選択し
た画像が比較表示されます。

2)	 撮影画像の比較
画像選択画面の を選択すると、任意の画像 2 枚を比較表示でき
ます。
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3)	 表示位置の操作
比較表示された画像をドラッグすると、観察したい位置を表示する
ことができます。

また、 をクリックすると、右画面に左画面と同じ位置が表示さ
れ、操作が同期されます。

4)	 を選択すると、左右同時に画面を移動できます。

⑧	 ブラウザ（撮影した静止画 / 動画の閲覧）
撮った画像や映像の閲覧、削除、USB メモリなどに保存可能です。
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⑨	 各種設定：各種設定画面（7.5 章参照）

⑩	 バージョン表示
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7.4. 編集ツールの種類と機能

7.4.1. 種類
1)	 ソフトウェア画面上側にカーソル移動すると「編集ツール」が表示されます。
①	 ピン留め
②	 	表示
③	 	サイズ単位
④	 	選択ツール
⑤	 	直線ツール
⑥	 	直線計測ツール
⑦	 	円ツール
⑧	 	やじるしツール
⑨	 	曲線ツール
⑩	 	テキストツール
⑪	 	キャリブレーションツール
⑫	 	設定
⑬	 	ごみ箱ツール

①　　②　　③　　　　　　　　　　　④　⑤　⑥　⑦　⑧　⑨　⑩　⑪　⑫　⑬
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7.4.2. 機能
①	 ピン留め

クリックすると、「計測ツールパネル」を画面に固定します。

②	 	表示
チェックを外すと描画したオブジェクトを非表示にします。

③	 	サイズ単位
単位の表示を「ピクセル」もしくは「ミリメートル」に変更します。
ドロップダウンで選択します。

④	 	選択ツール

⑤	 	直線ツール

2)	 各ツール内：下部に表示されるツールは以下のとおりです。

上に移動 右に移動

下に移動 色変更

左に移動
描画中の
オブジェクトを削除
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⑥	 	直線計測ツール
直線を描写し、2 点を結ぶ直線距離を計測します。

⑦	 	円ツール
線分の始点を中心とする円を描写し、半径、円周、面積を計測します。
表示する計測値は設定から変更できます。

⑧	 	やじるしツール
矢印を描画します。
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⑨	 直線計測ツール
直線を描写し、2 点を結ぶ直線距離を計測します。

⑩	 テキストツール
文字を挿入します。
画面に表示されるキーボードで入力可能です。
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⑪	 キャリブレーションツール
定規を撮影した画像を使用して、基準となる長さを計測します。

1)	 ピントを合わせます。
2)	 基準となる定規を使って長さを計測します。

下記の場合は 10mm なので、「単位を「ミリメートル」にし、「10」と入力し、
OK を押します。

⑫	 設定
各種設定画面（15 ページ参照）

⑬	 ごみ箱ツール
描画したすべての画像オブジェクトを削除
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1)	 ネットワーク
解像度などを設定

2)	 計測
①	 全般

•	 数値：小数点以下の桁数
•	 フォントサイズ：小、中、大
•	 カーソル：カーソルの形状、色設定
•	 その他：吹き出しの表示 / 非表示

②	 キャリブレーション
•	 線の太さ
•	 色

③	 線
•	 線の太さ
•	 色
•	 表示：長さの表示 / 非表示

④	 円
•	 線の太さ
•	 色
•	 表示位置：デフォルト、スタートポイント
•	 表示：直径、周長、面積の表示 / 非表示

⑤	 テキスト
•	 色

⑥	 曲線（寸法）
•	 線の太さ
•	 色
•	 表示：長さの表示 / 非表示

⑦	 矢印
•	 線の太さ
•	 色

7.5. 設定について
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3)	 倍率
作成・保存したキャリブレーション設定について、内容の編集や削除が可能

4)	 画像形式
①	 保存する際の形式：JPEG、TIFF
②	 画像の保存方法

•	 結合保存：計測情報と画像を結合して保存
•	 レイヤー保存：計測情報と画像を違う階層で保存

5)	 画像形式
①	 早送り / 早戻しの間隔設定（秒）
②	 ビデオ解像度：解像度の設定

6)	 ストレージ　記録メディアの設定

7)	 ファイル　保存する際のファイル名の設定

8)	 時間　時間の設定

9)	 言語　言語の設定

10)	ISP
①	 画像の暗さ調整
②	 オート露出
③	 ROI
④	 測光モード

11)	その他
①	 定規の表示 / 非表示
②	 測定の有効 / 無効
③	 グリッド線：結合保存でのグリッド線の保存の有効 / 無効
④	 カーソルサイズの設定
⑤	 カメラのパラメーター：インポート、エクスポート、デフォルト
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8. トラブルシューティング

問題 原因 解決策

電源が入らない

電源ケーブルが正しく接続されていな
い可能性があります。

電源ケーブルの接続を確認してくだ
さい。

電源スイッチが入っていない可能性が
あります。

電源スイッチがオンになっているか
確認してください。

主電源が故障している可能性がありま
す。

お問い合わせください。

照明が点かない

電源ケーブルが正しく接続されていな
い可能性があります。

電源ケーブルの接続を確認してくだ
さい。

電源スイッチが入っていない可能性が
あります。

電源スイッチがオンになっているか
確認してください。

ヒューズが切れている可能性がありま
す。

ヒューズを交換してください。

電源ケーブルが故障している可能性が
あります。

電源ケーブルを交換してください。

主電源が故障している可能性がありま
す。

お問い合わせください。

鏡体部または4in1モジュールの電気的
故障の可能性があります。

お問い合わせください。

照明が暗い

手術用顕微鏡が作業範囲を超えて上に
移動している可能性があります。

手術用顕微鏡を作業範囲内に下げて
ください。 

LEDライトが破損している可能性があ
ります。

お問い合わせください。

LEDライトの寿命が近づいている可能
性があります。

お問い合わせください。

LEDライトの放熱孔が覆われている、
または詰まりにより機能しないため
LEDライトが劣化している可能性があ
ります。

カバーを取り外して放熱孔を掃除し
てください。また、LED光源の交換
が必要かどうかをお問い合わせくだ
さい。

トラブルが発生した場合は、以下の項目を確認してください。これらに該当しない、また
は対処しても問題が解決しない場合は、製品が故障している可能性があります。その際は、
お近くのディーラーにご連絡ください。
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問題 原因 解決策

照明が頻繁に
オン・オフを繰り

返す

LEDライトの放熱孔が覆われている、
または詰まりにより機能していない可
能性があります。

カバーを取り外して放熱孔を掃除し
てください。

ファンが故障している可能性がありま
す。

お問い合わせください。

本品の電気的故障の可能性がありま
す。

お問い合わせください。

手術用顕微鏡の
垂直移動がスムー

ズでない

第2アームのサスペンション調整ノブを
締めすぎている可能性があります。

電源ケーブルの接続を確認してくだ
さい。

倍率切り替えス
イッチが故障して

いる
－ お問い合わせください。

フィルターまたは
フィルタースイッ
チが故障している

－ お問い合わせください。
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輸送中の条件

周囲温度 -40℃～+50℃

相対湿度 10%～80%

気圧 500hPa～1060hPa

保管中の条件

周囲温度 -40℃～+50℃

相対湿度 10%～80%

気圧 500hPa～1060hPa

9. 輸送 ・ 保管

9.1. 輸送
湿気、逆さまにしたり、激しい振動から保護してください。

9.2. 保管
腐食性ガスのない換気の良い環境に保管してください。

9.3. 組み立て後の移動
組み立てた機器を短距離移動する場合は、すべての可動部分をロックしてください。
傾斜角度は 10° 未満にする必要があります。

長距離輸送の場合は、元の梱包箱に再梱包してください。 

5 年以上保管されている場合は、お近くの株式会社ヨシダまたはディーラーへ連絡し点検
を行ってください。 
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10. 電磁両立性について

10.1. ケーブル情報

電磁両立性 (EMC) に関する重要な情報
本品は IEC60601-1-2:2020 規格に準拠しています。、本書に記載の EMC 情報に従って使用
してください。

・本品は専門的な医療施設環境での使用を目的としています。
・メーカーが指定するもの以外のアクセサリやケーブルを使用すると、放射性が増加したり、
耐性が低下したりする可能性があります。
 

ケーブル 長さ（ｍ） シールドの有無 備考

電源ケーブル 3 無 1セット

警告
•	 ポータブル RF 通信機器 ( アンテナケーブルや外部アンテナなどの周辺機器を

含む ) は、製造元が指定したケーブルを含む外科用顕微鏡のどの部分からも
30cm(12 インチ ) 以上離して使用してください。本品のパフォーマンスが低下
する可能性があります。

•	 本品を他のデバイスに隣接して使用したり、積み重ねたりすることは、不適切な
動作につながる可能性があるため避けてください。

•	 AC 入力電圧が遮断されると、シャットダウンします。
電源が復旧すると、自動的に以前の状態に復元されます。基本的な安全性や重要
な性能を損なうものではないため、特に問題ありません。
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指針及び製造業者の宣言―電磁エミッション―

プレシジョン SM622 は、以下に指定された電磁環境での使用を目的としています。使用者または購
入者は、本製品がこのような環境で使用されることを確認してください。

エミッション試験 適合性 電磁環境ー指針

RF エミッション
CISPR 11

Group 1
本品は、内部機能にのみRFエネルギーを使用しま
す。したがって、RF放射は非常に低いため、近くの
電子機器に干渉を引き起こしません。

RF エミッション

CISPR 11
Class A 本品は、国内の施設や、住宅環境の建物に電力を供

給する公共の低電圧電源ネットワークに直接接続さ
れている施設を含む、すべての施設での使用に適し
ています。
ただし、次の警告に従ってください。
警告: 本品は医療従事者のみによる使用を目的として
います。このデバイスおよびシステムは無線干渉を
引き起こしたり、近くの機器の動作を妨害したりす
る可能性があります。本品の方向を変えたり、場所
を変えたり、場所を遮蔽するなどの場合によって緩
和策をとる必要があります。

高調波エミッション

IEC 61000-3-2
Class A

電圧変動/

フリッカーエミッショ
ンIEC 61000-3-3

Complies
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指針及び製造業者の宣言　―電磁イミュニティ―

プレシジョンSoftouch は、以下に指定された電磁環境での使用を目的としています。使用者または
購入者は、本製品がこのような環境で使用されることを確認してください。

イミュニティ
試験

IEC 60601
試験レベル

適合性レベル 電磁環境ー指針

静電気放電
(ESD)
IEC61000-4-2

+/-8 kV　接触

±8 kV 接触
 
±2 kV , ±4 kV 
±8 kV , ±15 kV 
気中

床材は、木材、コンクリート、ま
たはセラミックタイルが適してい
ます。床が合成素材で覆われてい
る場合相対湿度は少なくとも30％
であることが望ましいです。

放射 RF
IEC61000-4-3

±2 kV 
電源線用 

±1 kV
入出力ライン

3V/m
80MHz
2.7GHz
80% AM at 1kHz 主電源の品質は、一般的な商業環

境または病院環境のものを推奨し
ます。

接近 RF
IEC61000-4-3

±1kV 
線対線 
 
±2kV 
線対アース

次の情報を参照

電力周波数 
(50/60Hz)磁界 
IEC61000-4-8

30 A/m
30 A/m
50Hz or 60Hz

電力周波数磁場は、標準的な商業
環境または病院環境における一般
的な場所と同じ特性であることが
望ましいです。
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推奨される最小分離距離

携帯形および移動形ＲＦ通信機器は、医療機器やシステムが使用されるさまざまな場所で使用されて
います。 それらが医療機器およびシステムの近くで使用される場合、基本的な安全性と性能に悪影響
を及ぼす可能性があります。プレシジョン SM622は、以下の表のイミュニティテストレベルで試験
が実施され、IEC 60601-1-2：2020の関連要件を満たしています。 顧客やユーザーは、RF ワイヤレ
ス通信機器と本品の間の距離は以下の推奨分離距離より近づけて使用しないでください。

試験頻度
（MHz）

バンド
（MHz）

変調 イミュニティ試験(V/m)

385 380-390 パルス変調
18Hz 27

450 430-470 FM ± 5 kHz
偏差　1 kHz 28

710
745
780

704-787 パルス変調
217Hz 9

810
870
930

800-960 パルス変調
18Hz 28

1720
1845
1970

1700-1990 パルス変調
217Hz 28

2450 2450-2570 パルス変調
217Hz 28

5240
5500
5785

5100-5800 パルス変調
217Hz 9
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指針及び製造業者の宣言　―電磁イミュニティ―

プレシジョン SM622は、次に指定された電磁環境内での使用を目的としています。
顧客又はユーザーはこのような環境下で使用していることを確認してください。

イミュニティ
試験

IEC 60601
試験レベル

適合性レベル 電磁環境ー指針

電気的高速 
トランジェント 
/バースト 
IEC61000-4-4

±2kV
100kHz
繰り返し周波数

±2kV
100kHz
繰り返し周波数

主電源の品質は、一般的な商業環
境または病院環境のものを推奨し
ます。

サージ 
IEC61000-4-5

±0.5kV , ±1kV 
線対線
 
±0.5kV , ±1kV 
±2kV 
線対アース

±0.5kV , ±1kV 
線対線
 
±0.5kV , ±1kV 
±2kV 
線対アース

主電源の品質は、一般的な商業環
境または病院環境のものを推奨し
ます。

伝導 RF
IEC61000-4-6

3 V
0.15–80 MHz,
6 V in ISM bands( 
0.15 MHz and 80 
MHz),
80% AM at 1kHz

3V

ポータブルおよびモバイル RF 通
信機器は、ケーブルを含む本器の
どの部分にも、送信機の周波数に
適用可能な式から計算された推奨
分離距離より近くでは使用しない
でください。

電圧ディップ 
IEC61000-4-11

0% UT; 0.5サイクル 
at0° , 45° , 90° , 
135° , 180° , 225° , 
270° , 315° 
 
0% UT; 1サイクル 
70% UT; 
25/30 サイクル 
sine phase at 0°

0% UT; 250/300 
cycle

0% UT; 0.5サイクル 
at0° , 45° , 90° , 
135° , 180° , 225° , 
270° , 315° 
 
0% UT; 1サイクル 
70% UT; 
25/30 サイクル 
sine phase at 0°

0% UT; 250/300 
cycle

主電源の品質は、一般的な商業環
境または病院環境のものを推奨し
ます。

停電中に操作を継続する必要があ
る場合は、無停電電源装置または
バッテリーから本器に電力を供給
することをお勧めします。
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11. アフターサービス

12. 耐用期間 ・ 廃棄方法

プレシジョン SM622 は厳重な品質管理と検査を実施した上で出荷されていますが、下記の
保証期間内に正常な使用状態で万一故障した場合には無償で修理いたします。
保証対象と保証期間はお買い上げ後 8 年間です。

次のような場合には、保証期間内でも有償修理となります。
① 保証書のご提示がない場合
② 使用上の誤り、不当な修理や改造による故障および損傷
③ お買い上げ後の輸送、移動、落下等による故障および損傷
④ 火災、地震、水害、異常電圧、公害およびその他の天災地変等による故障および損傷
⑤ 保証書の所定の事項の未記入、あるいは字句を書き換えられた場合
⑥ 消耗品 ( シリコン製滅菌キャップなど )
⑦ 純正部品以外を使用して修理した場合

本品、ユーザー、患者、またはその他の人の安全に影響を及ぼす改造、設計の変更は、法
律で禁止されています。製品の安全性を考慮し、付属品のみを使用するものとします。

耐用期間
プレシジョン SM622 は納入後、本書または添付文書の記載内容に従って使用した場合に限
り、耐用期間は 8 年間とします。

廃棄
•	 本品、付属品および梱包箱など、環境の汚染や危害に配慮し、廃棄してください。

金属部分は金属くずとして、合成材料・電気部品・プリント基板は電気スクラップとし
て処分されます。

•	 本器および付属品を一般の廃棄物として捨てないでください。廃棄処分の方法、リサイ
クル方法はそれぞれの地域の法律・規制に従ってください。

特別管理産業廃棄物の取扱許可業者に処理委託する等の方法をとることをお勧めします。
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